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自律・貢献・共生を学校の柱に 
本校３年目となります。校長の寺澤幸昌です。私は「学校とは生徒の成長のた

め、可能性を伸ばし広げるためにある」と捉えております。令和８年度は４校が統合

し、新生久慈中学校が動き出しました。「自律・貢献」という教育目標に今年度は

「共生」を追加しました。４つの中学校の文化が１つになることで豊かなアイディアや

新しい考えが広がることにつなげていきたいと考えています。また、多様性を受け

入れ、認め合い、それを積極的に活用していくことで久慈中学校に新しい文化が

創造されるとも考えました。統合初年度にあたる今年、試行錯誤を重ねながら、生

徒・職員が心を一つにして取り組んでまいります。昨年度同様、今年度も保護者、

地域の皆様からの一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

<始業式 式辞より> 

 今日から令和８年度が始まります。進級と学校統合が同時に起こり、喜び

と不安が入り交じっている人が多いとは思いますが、これから始まる１年間

に期待し、頑張ろうとしている人も多いことでしょう。今、この瞬間は１秒後に

は過去になり、変更することはできません。時は私たちの意志とは別に刻々

と未来に向かって進んでいくのですから、私たちは変更可能な「これから」

を創っていくために、これからの一年間、前向きな気持ちで挑戦と努力を継

続していってほしいと思います。 

 

<入学式式辞より> 

 本校で学習に、部活動に、そして生徒会活動に精一杯励み、社会に出て

も通用する力を付けてください。中学校生活を送るうえで、皆さんにこうあ

ってほしいと思うことを１つだけ話したいと思います。メジャーリーガーの

大谷選手が自分の行動の基準にしている考え方であり、好きな言葉で、

『「楽しい」より「正しい」で行動する』というものです。この本の作者は、「多

くの運を引き寄せる考え方」ではないかとも述べています。「楽しい」より

「正しい」で行動することにより充実した学校生活を送ることを期待します。 
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◎ 学 校 教 育 目 標  ◎ 目指す生徒像 
自律・貢献・共生   【自律】主体的に考え、判断し、決定して行動できる生徒 

～自ら生きる      【貢献】他や地域社会に目を向け、 
社会に生きる         課題意識をもって生活できる生徒 
共に生きる～ 【共生】多様な価値を認め、協働できる生徒 
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＜共創＞ 

80期久慈中学校生徒会スローガンは「共創」です。美術部の皆さんが

体育館に掲示するため、スローガンにイメージ画も加え、作成しました。み

んなで創り上げることをイメージしたいくつもの手に 4校統合を印象付け

る 4色の花を添えました。是非、学校にお立ち寄りの際には体育館にも足

を運んでいただき、実物をご覧ください。 

 

令和８年度のスタート 
４月６日の始業式、７日の入学式を終え、令和８年度の久慈中学校が４３８名でスタートしました。入

学式では１年生の大きな返事や先輩方の響き渡る合唱など、とても素晴らしいものとなりました。今年

度は統合初年度ということもあり、例年以上の来賓や記者の来校もあり、緊張することも多かったか

とは思います。そのプレッシャーにも負けず、式を最後までやり遂げ、久慈中生の良さが伝わるものと

なりました。その陰では、午前中に２・３年生が式場準備や校舎の環境整備、教室の清掃などを一生

懸命行いました。１年生は先輩方が準備した晴れの舞台に感謝しながら、これから新しい出会い、新

しい環境に慣れていってほしいと思います。先輩は手本を見せ、後輩は先輩を見習い、新生久慈中

学校の歴史を刻んでいってほしいと願っています。 

 

久慈中を知る 
 8日の 6時間目に久慈中学校学習・生活オリエンテーションを行いました。また、9日には執行部主催の生

徒会オリエンテーションが５、６時間目に行われ、久慈中学校の様々なルールや活動の紹介が行われました。

２・3年生は春休み前から、生徒会オリエンテーションの準備をして 9日を迎えています。早く久慈中の生活や

学習のやり方に慣れ、安心して中学校生活が送れるようになることを願っています。 

 


